
1 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（青少年相談センター 嘱託職員 高橋 昭二 撮影） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  相模原市教育委員会相模原市立青少年相談センター     〒252-0239  相模原市中央区中央3-13-13 

事務用電話 042-769-8285 相談用電話 042-752-1658   http://www.sagamihara-kng.ed.jp/soudan/ 

No.２０６ 

特集 

題名「てんとうむし」の由来 

ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。 

領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひざ

まずこうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そっ

と逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止まりま

した。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。 

 この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しました。

その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫として、

古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。 
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夏休みになると、秋田県に嫁いでいる娘が３歳

と生後９ヶ月の男の子２人をつれて里帰りして

きます。孫２人に会えるので、とても嬉しいです。 

 ３歳の男の子は、テレビの「きかんしゃトーマ

ス」を見るのが大好きです。物心がついた頃から

ずっと見ています。それこそ、魂が奪われてしま

ったのではないかと思うほど、テレビの前にくぎ

付けになってしまいます。トーマスの人気はすご

く、圧倒的です。テーマパークやたくさんのおも

ちゃ、絵本、ＤＶＤなどがあります。実際、静岡

県大井川鉄道ではトーマスの機関車が走ってい

るそうです。 

 私も孫と一緒にトーマスを見ます。その中で気

付いたことがあります。トーマスは「いい子」「正

義の味方」だと思っていたのですが、仲間とけん

かもするし、ねたみもする、目立ちたがり屋、自

分勝手、トラブルメーカー、いろいろな課題も見

えてきました。トーマスは元気で気持ちが純粋で

素直、「役に立つ機関車」になりたいと思ってい

る頑張り屋です。ただ、自分の気持ちがとても強

くて、周りとの関係や距離感がつかめず、あるい

は相手の気持ちがわからず、いろんなトラブルを

起こしてしまいます。 

 舞台となるソドー島に写真家がやってきます。

機関車の写真集をつくるためです。トーマスや仲

間の機関車たちは自分の姿が写真集に載せても

らえるとみんな大喜びです。その中でも、トーマ

スの喜びようは大変です。舞い上がっています。

自分以外にも、仲間の撮影現場に突然現れてカメ

ラに映ろうとします。驚いた仲間のパーシーやゴ

ードン、ジェームスは脱線してしまいます。トー

マスは、周りに迷惑をかけてしまう、困ったさん

です。 

 港にキリンが来ます。トーマスはキリンを動物

園まで運ぶことを命じられます。もう、トーマス

はうれしくてたまりません。自分がキリンを運ん

でいる晴れ姿をたくさんの人に見てもらえるか 

 

 

 

らです。一刻でも早くみんなに見てもらいたいト 

ーマスは、キリンの調教師が乗車するのを待たず

に動物園へと出発してしまいます。何とかなるだ

ろうという甘い判断です。ところが、途中にトン

ネルがあります。背丈のあるキリンはしゃがんで

くれません。キリンは調教師のいうことしか聞き

ません。トーマスはお腹がいっぱいになれば、し

ゃがんで寝てくれるだろうと思って、仲間の機関

車が運んできたリンゴや葉っぱを残らずキリン

に食べさせてしまいます。キリンは寝てくれまし

た。しかし、動物園に届けるはずのりんごや葉っ

ぱはなくなってしまいました。トーマスはその場

しのぎで、先が見えていません。 

 子どもたちはこれをどう見ているのでしょう

か。はらはらどきどきして見ているのでしょう

か。自分に重ねて見ているのでしょうか。トーマ

スは失敗を重ねる中でいろんなことに気づき成

長していきます。トラブルを通して仲間との協力

を学んでいきます。「立派な機関車」をめざして

います。 

 近年、子どもたちの状況をめぐって、対人関係

づくりが苦手、コミュニケーション力が育ってい

ないなど、様々な課題が指摘されています。 

 ソドー島ではいろいろな個性をもった機関車

たちが失敗はあっても愉快に過ごしています。学

校もそうありたいと思います。子どもたちの人間

関係力を豊かに育てていく場であることをさら

に自覚して、子どもたちを支援していきたいと思

います。 

 

相 模 原 市 立 中 学 校 長 会 

会 長   和 田  再 生 
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青少年相談センターは、不登校の未然防止･早期発見･チーム支援のための取り組みの 

充実を図っています。すべての児童・生徒が、授業や学校生活の中で、「学校に来ることが 

楽しい」と感じられるような「魅力ある学校づくり」を進めることが、不登校の未然防 

止になります。その中心は、「絆づくり」を見据えた「授業づくり」「集団づくり」になりま

す。青少年相談センターの不登校対応事業をニーズに合わせてご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ｅ－ネットＳＡＧＡＭＩの共有キャビネット内の青少年相談センターのフォルダーに登

校支援のための冊子やシート等が入っています。 

    不登校対応について 
～『不登校対応セミナー』の報告から～ 

青少年相談センターで行っている不登校対応事業 

不登校対応セミナー・・・教職員向けのセミナー、年間３回開催。詳しい内容については

P4～5 をご覧ください。 

   

 不登校を考えるつどい・・・保護者や子どもを対象にしたセミナー、年間４回開催 

  第 1回 5月 20 日(火)14:00～16:00「子どもに寄り添う~不登校の初期対応」 

  第 2回 7月 12 日(土)13:00～17:00「さまざまな進路選択」 

  第 3回 11 月 21 日(金)14:00～16:00「気持ちを伝える・受けとめる ～父として母として～」 

  第 4回 1 月 17 日(土)13:30～16:30「明日に向かって」 

 

 ふれあい体験活動・・・不登校や集団不適応の子どもやその保護者を対象にした体験活動、

年間 3 回開催 

  第 1回 7月 19 日(土)～20 日(日)「ふじの体験の森やませみ」での宿泊・体験活動 

  第 2回 10 月 4 日(土)「県立あいかわ公園」での体験活動 

  第 3回 1 月 24 日(土)「相模川ビレッジ若あゆ」での体験活動 

 

 不登校相談会・進路情報説明会・・・不登校児童・生徒や高校中退者や保護者に進路情

報の提供や相談会を行います。 

  相模原会場 9 月 7日(日)13:00～16:30 会場：相模原市立総合学習センター 

  

その他の取り組み 

 ○青少年教育カウンセラーによる児童・生徒との「ふれあい」、教職員へのコンサル

テーションやケース会議のコーディネート 

 ○スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による家庭環境等に起因した不登校に対す

るアプローチ 

特集 
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第１回 「不登校の理解と未然防止」 

講師 滝 充 先生（国立教育政策研究所 総括研究官） 

○子どもの感じ方 

・中学校から教科担任制になるので、中学校入学時において子どもは、小学校に比べあま

り面倒を見てもらえないのではと感じることがあります。 

○「不登校を減らす」より「新たに不登校を生まない」取り組みが大切 

・学校で「学習が楽しい」、「友達とのふれあいが楽しい」という経験を子どもにさせてい

くことが不登校を生まないことにつながります。  

〇「不登校になりそうな児童生徒」への対応（「不登校の児童生徒」への対応とは別） 

・年間の欠席日数や学年末から新学期にかけて欠席日数が３０日以上の児童・生徒は、理

由が病欠等であっても不登校になりやすい傾向にあります。 

 ・中学進学の際、「小学校６年間の欠席状況」を把握することも必要です。 

・小学校で欠席の少ない生徒が、中学校で急に５～６日欠席をした時は、いじめや虐待を

疑う必要があります。 

 ○「不登校の未然防止」 

・未然防止には、「集団づくり」と「授業改善」が有効です。そのためには、どの子ど 

もも落ちつける「居場所づくり」と、一部のリーダーだけでなく、すべての子どもが活

躍でき、友だち同士で認め合える「絆づくり」が大切です。 

・不登校や攻撃的な児童生徒に対する指導の内容や方法などを、具体的に話し合い、学校

全体で一貫した指導をしていくことが大切になります。 

・小中連携の視点として、チャイム着席など、中学校で大切にしたいことを小学校でも取

り組んでもらうことや、小学校で力をいれてきたことを、中学校へと引き継いでいくこ

とも必要です。 

 

第２回 「不登校の対応 未然防止・早期対応」 

講師 栁生 和男 先生（文教大学教授） 

 〇「子どもに関わる」「子どもに付く」「子どもに気づく」とは？ 

・今まで子どもにどのように関わってきたかを見直し分析して関わることは有効です。そ

して、問題行動のほとんどは、教師不在の場面で起こりやすいことを理解したうえで、

子どもに接することも大事です。さらには、児童・生徒の問題行動は、心の苦しさのサ

インであるととらえて見逃さないようにするとともに、その苦しい気持ちを受け止めよ

うとする姿勢が大切です。 

 〇学級経営と教育相談の関係 

・「心の居場所づくり」とは学級づくりといえます。そこで、学級という集団を作っていく

のは先生であることを自覚したうえで、教育相談を行いましょう。安心できる学級がつ

くられていなければ、子どもは集団にもどることができないのです。 

不登校対応セミナーの報告から 
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○「子どもに関わる」「子どもに付く」「子どもに気づく」ことを「学年・学校で動く」という気持

ちを大事にして、今後も学校、学年の経営をしていきたいと思いました。 

○全体で統一させる部分、学年としての取り組みも見直して共通理解を図りたいと思いました。 

○不登校の理解が今まで自分が考えていたことと違っていたことに気づきました。居場所づくり、

絆づくり、授業改善、毎日の担任の心がけ、毎日の積み重ねの大切さを痛感しました。 

○「共感や受容が大切である」の中に、「子どもの背中を押す言葉かけ」などがあってもよいのだ 

ということがわかり、教育相談への取り組み方が変わりそうな気がします。 

○教師は行動することが大切で、そこから子どもとの共感や受容が生まれ、それが児童理解につな 

がるということがわかりました。 

 

〇不登校の早期発見 

・小学校６年生から中学校に進学した子どもが１週間出席し、その後の２週間目に休み始

めたら即対応することが必要です。１週間休んだら重症化すると考えましょう。 

○即対応する家庭訪問 

・家庭訪問は重要です。目的は信頼関係の構築ですが、児童・生徒理解を図るうえで、「子

どもの生育環境」「子どもの生活習慣」「親子関係」「保護者の抱える問題」を知ることが

できる良いチャンスととらえましょう。 

 

第３回 「不登校児童生徒への支援」 

講師 開善塾教育相談研究所 所長 金澤 純三 先生 

〇不登校への対応 

・不登校は長期休み明けの５月、９月、１月に増える傾向にあります。 

・休んでもエネルギーはたまりません。休みが常態化する前に復帰させましょう。 

・虐待の結果、不登校となることもあります。他機関との連携が必要です。 

〇家庭訪問で気を付けること 

・先生が家庭訪問を行うことが大切です。週に１，２回が理想です。 

・家族、特に保護者と仲良くなることを心がけましょう。 

・どんなことでもよいから、ほめるようにしましょう。 

 例）本人が大切にしているもの、出されたお茶の味など 

〇子どもの気持ち 

・子どもはあたたかくて厳しい先生が好きです。子どもが何を思っているのか考えて話 

すように心がけましょう。 

・不登校の子どもは自己評価が低いので、自己評価を高めてあげることが大切です。自信

を持たせるために、子どもを「褒める」「認める」機会をつくりましょう。 

・先生はソーシャルスキルを学んで子どもや保護者に接しましょう。 

〇学校に行けたら 

・突然登校できた子どもは、高い壁にぶつかるとまた登校できなくなる場合があります。 

・本人が嫌だろうと思うことは、予め排除しておくような配慮も必要です。 

・もしも帰りたくなった時にはどうすればよいかの約束を本人と決めておきましょう。 

セミナー参加者の感想 
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